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目的

　小児肥満の特徴には，粗大運動能力や微細運動能力の運
動発達障害が現れるが，その原因は明らかでない1，2）。昨年
度の卒業研究において，小児期肥満ラットの成長過程で大
脳皮質運動野の成長不良に対し，巧緻運動（リーチ動作）
の質的評価尺度を用いた解析にて，巧緻運動障害が出現し
ていたことを明らかにした。本研究では，深層学習を用い
た三次元動作解析による定量的評価を導入し，肥満ラット
における巧緻運動障害を定量的にとらえることを目的とした。

方法

　対象は，６－８週齢のZFDMラット（肥満群：n＝５，
対象群：n＝５）とした。６－８週齢にかけてシングルペ
レットテストを実施し，三方向よりハイスピードカメラで
撮影した。解析にあたっては，各週齢においてリーチ動作
が成功した５回分の動画を採用した。撮影されたデータは，
動画編集ソフトDaVinci Resolveを用いて編集し，リーチ
に至るまでのフレーム数を算出した。編集された動画は，
DeepLabCutを用いて深層学習がなされ，空間における座
標軸が出力された。座標軸を用いて，指の開口幅，手関節

回内外角度，指の屈曲，フレーム数とペレットまでの距離
からペレットまでの到達速度を解析し，各項目につき，肥
満群と対象群の数値を比較した（図１）。

結果

　８週齢時の手関節回外角度及び到達速度に関して，肥満
群と非肥満群の間に有意な差が認められた（p ＜ 0.05）。

考察

　深層学習を用いた三次元動作解析の結果，８週齢におけ
る回内外角度と到達速度に有意な差が認められた。回内外
角度においては，昨年度の質的評価を裏付ける結果となっ
た。到達速度においては，本研究で初めて算出され，肥満
群における巧緻動作の新たな指標になることが示唆された。
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図１　解析動画の定義
指の開口幅は第１指と第４指の先端の距離で計算した（左）。指の屈曲は第２指Metacarpals Phalangeal関節（以下MP関節）と第２
指先端を結ぶ線と手背と第２指MP関節を結ぶ線がつくり出す角度とした（中央）。前肢の回内外は第１指と第４指先端を結ぶ線とプ
ラットフォームの水平線との角度とした（右）。
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